
'固司司

在

遺釈

、

下

.... 圃圃.

草

愚
-ゆ

内
裏
寄
合
夜
鶴
腐

のフ

Z
R
V

川
町
つ
れ
も
な
く
か
す
め
る
月
の
ふ
か
き
ょ
に
/
か

ウ
&

ず
さ
へ
見
え
ず
か
へ
る
か
り
が
ね

〔
訳
〕
冷
淡
に
も
霞
ん
で
い
る
月
の
深
い
夜
に
、
数

ま
で
は
見
え
な
い
で
(
北
へ
)
帰
っ
て
行
く
雁
で
あ
る
よ
。

〔
語
注
〕

O
夜
鶴
臆
(
題
)
他
、
③
叫
壬
二
鵬
の
み
。

1
J

今
ゐ

O
つ
れ
も
な
く
「
友
・
つ
れ
あ
い
も
な
く
」
で
は

な
か
ろ
う
。
①
l
古
今
位
「
冬
の
池
に
す
む
に
ほ
鳥
の

ぷ
U

つ
れ
も
な
く
・
:
」
(
み
つ
ね
)
。

O
か
へ
る
・
か
り

①
1
古
今
仰
「
北
へ
行
く
か
り
ぞ
な
く
な
る
つ
れ
て

こ
し
か
ず
は
た
ら
で
ぞ
か
へ
る
ぺ
ら
な
る
」
(
嬬
旅
、

よ
み
人
し
ら
ず
)
。

O
か
へ
る
か
り
が
ね
八
代
集 春

、

20ア部
百
只
米
4
f

n
y
 
ハU
今
，
ん

、玉、，、』4a

釈

歌

回

岡IJ

八
例
、
初
出
は
後
拾
遺
引
。

M
W

後
出
。

今
ゐ

〔
本
歌
〕
①
l
古
今
川
「
白
雲
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と

ぶ
か
り
の
か
ず
さ
へ
見
ゆ
る
秋
の
よ
の
月
」
(
秋
上
、

よ
み
人
し
ら
ず
。
「
本
歌
」
(
全
歌
集
)
。
②
4
古

今
六
帖
蜘
)

マ
下
句
か
の
頭
韻
(
及
び
末
句
か
音
、
全
体
と
し
て
の

か
音
)
。
有
名
な
本
歌
を
ふ
ま
え
て
、
秋
に
は
白
雲
に

羽
を
動
か
し
て
飛
ぶ
数
ま
で
も
、
秋
夜
の
月
の
中
に
見

え
た
、
し
か
し
、
今
、
つ
れ
な
く
霞
ん
で
い
る
春
の
月

の
夜
更
け
に
雁
が
帰
っ
て
行
く
が
、
数
は
見
え
ず
分
かn
y
 

ら
な
い
と
歌
う
。
本
歌
は
来
雁
(
秋
)
で
あ
る
が
、

M
W
司
F
L
E

A
Y
 

は
反
対
の
帰
雁
(
春
)
で
あ
る
。
同
じ
定
家
に
、

M
W

に

ウ
I
M

r
D
 
q
d
 



近
い
③
お
拾
遺
愚
草
川
「
花
の
香
も
か
や
か
で
し
た
ふ

守

{

司

，

，

&

有
明
を
つ
れ
な
く
み
え
て
帰
る
雁
が
ね
」
(
春
「
・
:
暁

帰
雁
」
)
、
新
古
今
所
収
歌
の
③

m
岡
山
川
「
お
ほ
よ
ど

の
う
ら
に
か
り
ほ
す
み
る
め
だ
に
霞
に
た
え
て
帰
る
雁

金
」
(
最
勝
四
天
王
院
名
所
御
障
子
歌
「
大
淀
浦
」
。

①
8
新
古
今
初
旬
)
が
あ
る
。

全
歌
集
「
建
保
三
年
=
三
五
)
三
月
二
十
一
日
の
影
供
三

首
歌
会
で
の
詠
か
。
」
、
定
家
日
歳
。
安
東
川
頁
「
有

心
の
風
情
を
添
え
る
言
い
回
し
に
と
ど
ま
っ
て
、
変
化

に
向
う
目
は
な
い
白
」
。
赤
羽

M
頁
「
肉
眼
で
は
見

今

4

え
な
い
け
れ
ど
も
霞
の
中
や
お
ぼ
ろ
月
夜
の
中
を
帰
っ

て
ゆ
く
雁
の
姿
は
、
心
の
眼
に
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
に
は
広
い
意
味
で
の
視
覚
、
自
在
な
視
点
が
見
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
主
体
を
離
れ
た

普
遍
的
な
目
な
の
で
あ
っ
た
。
」
、
同
制
頁
「
:
・
か
す

o

o

 

-
-
-
数
さ
:
・
か
へ
・
:
句
中
に
あ
る
同
音
反
復
よ
り
は
る
か

に
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
喚
起
や
気
分
の
盛

り
上
げ
の
効
果
が
あ
る
の
は
、
句
頭
に
あ
る
押
韻
が
音

数
律
と
協
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
ロ
こ
れ
は
押
韻

と
律
格
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」

，、
ぜM
W

参
照
。

司
r-
〔
参
考
〕
③
お
山
家
∞
「
ヴ
ル
な
な
ぐ
た
え
に
し
人
を

fo 

か
り
が
ね
の
か
へ
る
心
と
お
も
は
ま
し
か
ば
」
(
恋

「
寄
帰
雁
恋
」
)

〔
類
歌
〕
③
印
壬
二
日
「
詠
む
れ
ば
く
も
る
と
も
な
き

春
の
よ
の
月
に
霞
み
て
帰
る
雁
が
ね
」
(
初
心
百
首
、

春
。
⑤
山
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
加
)
・
:
仰
に
近
い

今，
eu

司

3

④
印
後
鳥
羽
院
刀
「
あ
か
月
の
こ
れ
も
な
ら
ひ
の
わ
か

れ
ぞ
と
つ
れ
な
く
見
え
て
か
へ
る
か
り
が
ね
」
(
日

吉
品
川
首
御
会
、
春
)

④
辺
草
庵
mw

「
面
影
を
又
や
し
の
ば
ん
春
の
よ
の
月
に

か
す
み
て
帰
る
か
り
が
ね
」
(
春
上
)

海
漫
蹄
腐

品
守

4
7
-

m
さ
と
の
あ
ま
の
し
ほ
や
き
衣
た
ち
わ
か
れ
な
れ

今，
h

し
も
し
ら
ぬ
は
る
の
か
り
が
ね
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〔
訳
〕
里
の
海
士
の
(
着
馴
れ
た
)
潮
焼
く
作
業
着
の

如
く
、
別
れ
て
馴
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
春
の
(
帰
)

雁
で
あ
る
よ
。

〔組問注〕

O
海
漣
蹄
腐
(
題

)

O

さ
と
の
あ
ま
歌
枕
(
古
注
)
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

『
歌
枕
索
引
』
に
は
項
目
は
な
か
っ
た
口

O
の
あ
ま

の
し
ほ
や
き
衣
①
l
古
今
犯
「
す
ま
の
あ
ま
の
し
ほ

『

IS

や
き
衣
を
さ
を
あ
ら
み
:
・
」
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
。

O
し
ほ
や
き
衣
八
代
集
二
例
・
古
今
市
新
古
今
川
。

O
た
ち
わ
か
れ
八
代
集
十
二
例
。
「
「
た
ち
」
は

「
立
ち
」
に
「
し
ほ
や
き
衣
」
の
縁
語
「
裁
ち
」
を
掛

け
る
。
」
(
全
歌
集
)
口
①
1
古
今
問
「
立
ち
わ
か
れ
い

な
ば
の
山
の
峰
に
お
ふ
る
:
・
」
(
在
原
行
平
)
。

O

な
れ
コ
し
ぼ
や
き
衣
」
の
縁
語
。
」
(
全
歌
集
)
。
「
着

古
す
の
意
の
「
袈
れ
」
と
「
馴
れ
」
と
を
掛
け
る
。
「
衣
」

の
縁
語
。
」
(
明
治
・
統
後
拾
%
)
。
「
汝
」
か
。
。

末
句
末
句
の
一
つ
の
型
。
③
川
拾
玉
、
③

m壬
二
集

に
用
例
が
多
い
。

こ
の
歌
の
み
。

マ
こ
の
歌
は
行
聞
記
入
で
一
行
。
初
句
字
余

「
里
の
海
人
の
潮
焼
衣
」
の
「
裁
ち
」
と
同
音
の
「
立

ち
」
別
れ
て
、
春
雁
は
帰
っ
て
い
く
と
て
、
そ
の
土
地

に
馴
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
歌
う
。
な
お
定
家
の
歌

で
は
あ
る
が
、
「
拾
遺
愚
草
員
外
之
外
」
仰
・
⑤
附
賀

A
『

a
r
4

茂
別
者
聞
社
歌
合
9
「
浦
に
た
く
も
し
ほ
の
煙
立
ち
わ
か

れ
霞
の
な
み
に
か
へ
る
雁
が
ね
」
(
「
海
辺
帰
雁
」
定

家
)
の
詠
が
存
す
る
。
①
凶
続
後
拾
遺
%
、
春
上
「
春

歌
中
に
」
前
中
納
言
定
家
、
第
三
句
「
立
ち
か
へ
り
」
。

⑤
川
定
家
卿
百
番
自
歌
合
口
、
六
番
、
左
持
、
或
所
歌

合
、
無
判
詞
。

c
m
「
「
里
の
あ
ま
|
削
|
」
、
四
国
に

行

μ』
じ
L
'

社
仏

lrじ
E

あ
る
名
所
也
。
海
人
な
ど
も
か
つ
介
1
1す
み
て
物

が
な
し
き
浦
也
。
雁
の
立
わ
か
る
〉
事
を
も
、

心
あ
る
人
も
な
け
れ
ば
哀
を
も
し
ら
じ
と
也
口
か
り

も
又
わ
か
る
〉
と
も
心
は
め
め
じ
と
也
。
」
、
「
一

歌
枕
名
寄
は
阿
波
国
に
掲
げ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
歌
枕

書
に
は
見
え
な
い
。
」
・

D
m。
摘
抄
げ
「
此
歌
は
、

所
を
か
り
て
風
情
を
し
た
て
た
る
歌
也
。
彼
里
の
海
士

(あ)口

司

i
qδ 



は
、
家
一
・
二
つ
あ
り
て
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
く
悲
し
き

所
也
。
し
か
る
あ
ひ
だ
、
所
が
ら
住
ぬ
る
あ
ま
人
も
猶

心
な
く
侍
よ
し
を
い
ひ
た
て
た
る
歌
也
。
・
:
」
、
二

・
:
歌
枕
と
し
て
は
「
歌
枕
名
寄
」
「
宗
祇
名
所
方
角

紗
」
な
ど
に
見
え
、
・
:
」
。
六
家
抄
初
「
里
の
海
士

名
所
也
。
阿
波
也
。
序
寄
。
な
れ
し
も
し
ら
ぬ
と
云
む

た
め
な
り
。
帰
属
を
お
し
む
心
也
。
な
れ
し
と
よ
め
る

は
き
な
る
〉
心
。
な
れ
衣
と
よ
め
る
も
き
馴
る
〉
心
也
。

塩
や
き
衣
な
れ
な
ば
か
と
よ
め
る
も
馴
る
〉
心
也
。
」

n
y
フ曲

全
歌
集
「
参
考
」
・
万
葉
臼
位
「
志
賀
の
海
人
の
塩
焼

う
ゐ
う
&

き
衣
な
れ
ぬ
れ
ど
恋
と
い
ふ
も
の
は
忘
れ
か
ね
つ
も
」

(
巻
第
十
一
。
「
参
考
」
(
明
治
・
続
後
拾
%
)
)
、
「
詠

出
年
次
未
詳
。
」
。
明
治
・
続
後
拾
%
「
一
帰
雁
一
」
。

『

I

〔
参
考
〕
②
4
古
今
六
帖
お
「
い
せ
の
あ
ま
の
し
ほ
や

司

3

き
衣
な
れ
て
こ
そ
人
の
こ
ひ
し
き
こ
と
も
し
ら
る

れ
」
(
第
五
「
し
ぼ
や
き
ご
ろ
も
」
)

〔
類
歌
〕
①
刀
新
葉
凶
行
「
な
と
れ
u
b
ま
れ
り
レ
除
な
行

l

t

，、dz
J

衣
忍
べ
と
て
か
ら
き
別
の
か
た
み
に
ぞ
や
る
」
(
離

A
U
 

別
、
文
貞
)
・

:ω
に
近
い

ヲ』

①
辺
同

m
m
「量れり

b
ま
れ
り
密
な
行
決
と
ど
め
て
も
な

が
ら
へ
ば
こ
そ
か
た
み
と
も
み
め
」
(
離
別
「
返
し
」

妙
光
寺
内
大
臣
母
)

②
尚
夫
木
附
「
台
と
れ
り

b
ま
⑪
レ
除
や
ざ
か
仇
う
つ
お
と

E

、u

も
ま
ど
ほ
に
ひ
び
く
風
の
っ
て
か
な
」
(
秋
玉
、
捧

衣
「
:
・
、
祷
衣
幽
」
家
長
)
・
:
一
、
二
句
同
一

⑤
加
前
摂
政
家
歌
合
万
「
す
ま
れ
り
砂
ま
れ
り
レ
除
や
さ
ペ
」

ろ
も
な
れ
に
し
も
し
ら
ぬ
浪
ぢ
に
春
ぞ
暮
行
く
」
(
後

A
U
 

春
、
茂
成
)
・
:
的
に
よ
く
似
る

今，-

一38-

賀
茂
枇
鴎
帯
合

g日
暁
腸
腐

M
W

花
の
か
も
か
す
み
で
し
た
ふ
あ
り
あ
け
を
/
つ
れ

今
&

な
く
見
え
て
か
へ
る
か
り
が
ね

〔
訳
〕
花
の
香
も
霞
ん
で
い
て
(
雁
が
)
慕
う
有
明
を

そ
っ
け
な
く
見
え
て
帰
っ
て
行
く
雁
で
あ
る
よ
。

〔
語
注
〕

O
暁
腸
鷹
(
題
)
他
、
③
氾
壬
ニ
印
(
後

1
1

吋

4

述
)
、
問
の
み
。

O
花
の
か
八
代
集
十
一
例
。

司
J
h



①
2
後
撰

ω
「
匂
こ
き
花
の
か
も
て
ぞ

し
ら
れ
け
る
:
・
」
。

O
し
た
ふ
八
代
集
十
一
例
。

A
U
 

O
あ
り
あ
け
を
②
4
古
今
六
帖
幻
「
:
・
や
ち
ょ
も

今
ん

こ
こ
に
あ
り
あ
け
を
せ
よ
」
。

O
つ
れ
な
く
見
え

①
l
古
今

ω
「
宥
か
ゆ
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
暁

ば
か
り
う
き
物
は
な
し
」
(
恋
三
、
み
ぶ
の
た
だ
み
ね
。

「
参
考
」
(
全
歌
集
)
。
②
古
今
六
帖
印
。
同
制
。
②

4

・
句
、
d

、a'

8
新
撰
朗
詠
問
。
③
日
忠
由
今
日
)
。

O
末
句
川
町
前

司

4

4

1

E

今，'白

出。

月
殿
も
花
殿
も
し
た
ふ
心
也
。
つ
れ
な
き
は
有
明
の
つ

れ
な
く
に
て
よ
め
る
也
。
雁
の
難
面
事
也
。
在
明
を
難

面
と
よ
み
な
ら
は
し
た
る
也
。
」

全
歌
集
「
こ
の
賀
茂
社
歌
合
は
い
つ
の
催
し
か
、
未
詳
。

「
御
幸
」
は
後
鳥
羽
院
御
幸
か
。
」
。
赤
羽
川
、
知

頁
「
第
二
句
と
第
五
句
に
頭
韻
が
あ
る
場
合
・
:
あ
る
程

度
の
統
一
感
は
あ
る
が
、
韻
律
の
効
果
は
強
く
な
い
。

o

o

 

-
-
-
か
す
・
:
か
へ
:
・
部
分
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
と
か
、

気
分
的
な
交
響
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一

首
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
」

〔
参
考
〕
⑤
幻
楳
子
内
親
王
家
歌
合
〈
庚
申
〉

5

「か

き
つ
ら
ね
か
へ
る
雁
が
ね
鰻
わ
け
花
の
み
や
こ
の
花

を
見
す
て
て
」
(
「
帰
雁
」
中
務
)

今
ノ

-
n
y

〔
類
歌
〕
①

n新
葉

ω
引
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
も
か
く
や

し
た
は
れ
ん
有
明
の
月
に
帰
る
か
り
が
ね
」
(
雑
上

「
暁
帰
雁
を
」
嘉
喜
門
院
大
蔵
卿
)

③
ロ
壬
二
川
「
た
が
し
の
ぶ
袖
の
別
の
脊
併
含
つ
ば
さ

4

4

ヲ面

に
し
り
て
か
へ
る
雁
が
ね
」
(
春
「
暁
帰
雁
」
)

O
花
の
か
も

マ
桜
の
香
も
霞
ん
で
い
て
思
い
慕
う
有
明
を
、
雁
は
薄

情
に
も
北
へ
帰
っ
て
行
く
と
歌
う
。

ω
に
よ
く
似
た
二

9

、

、

、

、

、

、

ヨ

つ
前
の
詠
・
川
町
「
つ
れ
も
な
く
か
す
め
る
月
の
ふ
か
き

今
ム

ょ
に
/
か
ず
さ
へ
見
え
ず
か
へ
る
か
り
が
ね
」
(
春
)
、

ハU

新
古
今
所
収
の
③

m拾
遺
愚
草
%
「
お
ほ
よ
ど
の
う
ら

に
か
り
ほ
す
み
る
め
だ
に
霞
に
た
え
て
帰
る
雁
金
」
(
最

勝
四
天
王
院
名
所
御
障
子
歌
「
大
淀
浦
」
。
①
8
新
古

ペd
司

3

今

ηη
。
⑤
加
最
勝
四
天
王
院
和
歌
山
)
が
あ
る
。

六
家
抄
別
「
う
ち
か
す
み
た
る
有
明
の
時
分
、

帰
属
を
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④
日
後
鳥
羽
院
初
「
あ
か
月
の
こ
れ
も
な
ら
ひ
の
わ
か

れ
ぞ
と
つ
れ
な
く
見
え
て
か
へ
る
か
り
が
ね
」
(
日

吉
品
川
首
御
会
、
春
)
・
:
下
旬
同
一

④
辺
草
庵
削
「
山
こ
ゆ
る
ほ
ど
も
し
ら
れ
ず
か
す
む
よ

の
有
明
の
月
に
か
へ
る
か
り
が
ね
」
(
春
上
「
暁
帰

雁
」
)

O
く
れ
ぬ
ら
む
⑤
日
内
裏
百
番
歌
合
〈
建
保
四
年
〉

ウ
&

初
「
日
ぐ
ら
し
の
な
く
山
か
げ
は
く
れ
ぬ
ら
む
夕
日

か
か
れ
る
峰
の
し
ら
雲
」
(
夏
、
知
家
。
①
円
新
拾
遺

川
町

)

o

O
や
ど
か
る
花
④
児
文
保
百
首
附
「
あ
か

な
く
に
み
つ
つ
を
ゆ
か
ん
玉
つ
し
ま
や
ど
か
る
花
に
は

る
は
く
る
と
も
」
(
春
、
為
藤
)
。

O
峯
の
こ
の
も

と
新
編
国
歌
大
観
①
1
⑩
の
索
引
で
は
、
他
は
③

ω

草
根
(
正
徹
)
飢
「
・
:
す
す
む
か
涼
し
峯
の
木
の
本
」

の
み
。

暮
山
花

A

ん
}

似
た
が
春
の
く
も
の
な
が
め
に
く
れ
ぬ
ら
む
/
や

今
ム

ど
か
る
花
の
峯
の
こ
の
も
と

〔
訳
〕
一
体
誰
の
春
の
雲
の
眺
望
と
し
て
日
は
暮
れ
は

て
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
宿
を
借
り
る
花
・
桜
の

峯
の
木
の
本
(
の
私
を
)
。

〔
語
注
〕

O
暮
山
花
(
題
)
他
、
③
幻
壬
二
川
、
③

1
J

司

r-

m拾
遺
愚
草
附
「
た
れ
と
文
雲
砂
は
た
て
恰
吹
き
か
よ

ふ
嵐
の
み
ね
の
花
を
う
ら
み
ん
」
(
院
句
題
五
十
首
)
、

③

m月
清
則
(
同
)
の
み
。

O
く
も
の
な
が
め
新

編
国
歌
大
観
①

i
⑩
の
索
引
に
、
他
は
な
か
っ
た
。

マ
第
二
、
三
句
く
の
頭
韻
。
三
句
切
。
峯
の
花
の
木
下

で
宿
を
借
り
た
私
の
こ
と
を
、
遠
く
か
ら
見
て
い
る
人

は
、
い
っ
た
い
誰
の
春
の
花
雲
の
な
が
め
と
し
て
暮
れ

た
の
か
と
思
う
、
と
歌
う
。
『
全
歌
集
』
は
、
「
遠
く

で
は
誰
が
こ
の
花
を
雲
と
眺
め
て
い
る
う
ち
に
春
の
長

い
日
は
暮
れ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
峯
の
花
の
木
の
下
に

宿
を
借
り
る
。
」
と
、
「
誰
」
を
他
人
と
す
る
口
①
凶

玉
葉
問
、
春
下
「
暮
山
花
を
」
前
中
納
言
定
家
、
第
三

句
「
:
・
ら
ん
」
。
⑤

m桐
火
桶
お
(
作
者
)
、
初
句
「
た

司

4

d

2

1
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が
さ
と
の
」
、
下
句
「
宿
か
る
峰
の
花
の
木
の
本
」
。

司

3

⑥
引
題
林
愚
抄
仰
、
春
三
、
暮
山
花
「
玉
」
定
家
、
初

旬
「
誰
が
春
の
」
、
下
句
「
宿
か
る
み
ね
の
花
の
木
の

本
」
。
⑩
川
仙
洞
歌
合
〈
後
崇
光
院
宝
徳
二
年
〉
卯

判
、
初
句
「
た
が
さ
と
の
」
、
下
句
「
や
ど
か
る
み
ね

の
花
の
木
の
も
と
」
。
⑩

ω歌
林
良
材
加
、
初
句
「
た

ヴ白

が
里
の
」
、
下
句
「
や
ど
か
る
嶺
の
花
の
木
の
本
」
0

c
m
「
我
は
花
の
木
の
も
と
に
や
ど
を
か
り

A
J

る
お
も
し
ろ
さ
を
も
外
よ
り
は
雲
と
こ
そ
な
が
む
ら

ん
と
岨
。
」
・

D
m

玉
葉
全
注
釈
「
参
考
」
・
①
3
拾
遺
加
「
あ
し
ひ
き
の

山
こ
え
く
れ
て
や
ど
か
ら
ば
い
も
た
ち
ま
ち
て
い
ね
ざ

ら
む
か
も
」
(
恋
三
「
た
び
の
思
ひ
を
の
ぶ
と
:
・
」
石

上
乙
麻
呂
)
、
「
〔
補
説
〕
参
考
拾
遺
集
詠
の
発
想
か

ら
展
開
さ
れ
た
一
首
か
。
「
た
が
春
の
雲
の
な
が
め
」

と
は
「
立
ち
待
ち
て
い
ね
ざ
ら
ん
」
妹
の
な
が
め
で
あ

ろ
う
か
。
妖
艶
き
わ
ま
る
叙
景
。
」

赤
羽
加
頁
「
第
二
句
と
第
三
句
に
頭
韻
が
あ
る
場
合
/

て
三
句
切
で
第
三
句
が
と
く
に
強
調
さ
れ
る
口
・
:
雲

の
:
・
く
れ
・
:
」
。

撮
政
殿
に
て
専
を
詩
に
あ
は
せ
ら
る
ペ
/
し
と

目
陥
l
l桐
l
l
u
-
-
-

て
お
な
じ
題
を
二
首
よ
ま
せ
ら
/
れ
し
号
骨
K
か

町

・
@

初
也
此

2
t
Z事
/
/
花
添
山
気
色

、3

げ
ル
|
@

M
U

春
の
花
の
雲
の
に
ほ
ひ
に
は
っ
せ
山
/
か
は
ら
ぬ

今

4

《

色

町

四

噌

-

い
ろ
ぞ
¥
ら
に
う
つ
ろ
ふ

〔
訳
〕
春
の
花
の
雲
の
美
し
さ
に
初
瀬
山
(
で
は
)
、

変
ら
ぬ
色
、
が
空
に
写
ろ
っ
て
い
る
よ
。

〔
語
注
〕

O
花
添
山
気
色
(
題
)
他
、
③
ロ
壬
二
山
、

1

2

'

3

 

印
の
み
。

O
春
の
花
八
代
集
三
例
。
①
3
拾
遺
凶

今

&

1

a

「
・
:
春
の
花
に
も
お
と
ら
ざ
り
け
り
」
(
も
と
す
け
)
。

O
雲
の
に
ほ
ひ
新
編
国
歌
大
観
①

1
⑩
の
索
引
を

み
る
と
、
他
は
⑦
お
伏
見
院
冗
「
と
へ
か
し
な
く
も
の

'

I

A

斗

に
ほ
ひ
も
し
る
か
ら
ん
・
:
」
、
③
8
沙
玉

I

(
後
崇
光

院
)
捌
「
・
:
は
れ
ぬ
雪
げ
の
雲
の
に
ほ
ひ
に
」
だ
け
で

あ
る
。

O
は
っ
せ
山
八
代
集
六
例
、
初
出
は
金
葉

-41-



引

o
m後
出
。

O
か
は
ら
ぬ
い
ろ
①
2
後
撰
嗣
郎

今ム

「
・
:
か
は
ら
ぬ
色
と
き
か
ば
た
の
ま
む
」
(
よ
み
人
し

ら
ず
)
。

マ
初
句
字
余
(
母
音
ナ
シ
)
・
赤
瀬
信
吾
『
論
集
藤

原
定
家
』
「
藤
原
定
家
の
和
歌
表
現
|
|
字
余
り
句
の

機
能
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」

ω頁
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

司

3
M
W

は
、
初
瀬
山
で
は
、
春
の
桜
の
雲
の
美
し
さ
が
見
え
、

司

4花
雲
と
変
ら
な
い
花
桜
の
色
が
空
に
写
ろ
っ
て
|
|
移

ろ
っ
て
か
|
|
見
え
る
と
歌
う
。
定
家
に
③

m拾
遺
愚

草
川
「
い
つ
も
見
し
松
の
合
か
は
除
ヴ
せ
止
桜
に
も
る

る
春
の
一
し
ほ
」
(
正
治
・
:
、
春
。
④
引
正
治
初
度
百

首
引
)
が
あ
る
ロ

五
労
「
「
雲
の
匂
ひ
」
と
は
花
也
。
雲
に
映
じ
て
匂
ひ

た
る
也
。
「
か
は
ら
ぬ
色
」
と
は
、
雲
と
花
と
也
。
雲

も
花
も
ひ
と
つ
に
う
つ
ろ
ひ
た
る
此
山
の
眺
望
た
る
べ

し
。
」
。

B
m
「
花
緑
山
気
色
雲
の
匂
ひ
と
は
花
の
雲

に
映
し
て
匂
ひ
た
る
也
か
は
ら
ぬ
色
と
は
雲
と
花
と
の

事
也
花
も
空
の
雲
に
う
つ
ろ
ひ
雲
も
花
に
う
つ
ろ
ひ

た
る
さ
ま
に
や
此
山
の
眺
望
な
る
へ
し
」
、

B
お

の
雲
匂
や
か
に
し
て
空
の
雲
に
ひ
と
し
く
満
山
う
つ
ろ

ひ
あ
ひ
た
る
心
と
み
る
へ
き
欺
」
。
摘
抄
同
「
こ
の
「
雲

の
匂
ひ
」
と
い
へ
る
は
色
の
事
也
。
に
ほ
ひ
の
事
に
て

は
な
し
。
花
の
さ
か
り
に
は
、
花
は
雲
に
ま
が
ひ
雲
は

花
に
ま
が
ひ
侍
り
。
花
は
、
ち
ら
ん
と
て
は
色
は
ふ
か

く
な
る
も
の
な
り
。
:
・
本
歌
、
春
霞
・
:
〔
私
注
|
①
1

古
今

ω
「
春
霞
た
な
び
く
山
の
さ
く
ら
花
う
つ
ろ
は
む

と
や
色
か
は
り
ゆ
く
」
(
春
下
、
よ
み
人
し
ら
ず
)
〕

:
・
」
。
六
家
抄

m
「
花
の
色
も
匂
ひ
も
雲
に
う
つ
り
た

る
也
。
」

全
歌
集
「
建
仁
三
年
二
ニ
O
=
=
八
月
一
日
良
経
家
詩
歌
合

(
散
逸
)
で
の
詠
。
」
、
定
家
位
歳
。

〔
類
歌
〕
③
却
月
清
日
「
恰
ウ
せ
や
ま
テ
ウ
ん
J
b
拾
に

守

f

春
く
れ
て
ま
が
ひ
し
く
も
ぞ
み
ね
に
の
こ
れ
る
」
(
院

初
度
百
首
、
春
。
①
8
新
古
今
問
。
④
引
正
治
初

度
百
首
仰
)

③

m同
開
「
ゆ
ウ
せ
や
ま
松
に
春
か
ぜ
ふ
き
は
て
て
ぐ 「花
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も
な
き
み
ね
に
あ
り
あ
け
の
月
」
(
千
五
百
番
百
首
、

春
。
①
幻
新
続
古
今
川
o

②
凶
夫
木
例
。
⑤
切
千

司

4

2

1

五
百
番
歌
合
幻
)

③
叫
壬
二
側
「
仕
ヴ
せ
止
テ
ウ
ん
J

ゅ
ん
と
や
桜
袷
台
h
r

4

ィ

ウ

ー

-

は
り
行
く
峰
の
し
ら
雲
」
(
春
「
:
・
、
春
歌
」
。
①

ロ
続
拾
遺
%
。
⑤
日
内
裏
百
番
歌
合
〈
建
保
四
年
〉

今，
h

司

3

"
)
:
・

ω
に
近
い

司，，
h

首
、
春
。
①
日
続
千
載

ω。
⑤
附
千
五
百
番
歌
合
間
)
口

O
た
を
や
め
「
た
わ
や
め
」
共
に
八
代
集
に
な
い
。

万
葉

m
m
「
ま
す
ら
を
も
か
く
恋
ひ
け
る
を
た
わ
や
め

ζ
J

司、d

の
・
:
」
、
同
行
万
「
逢
は
む
日
の
形
見
に
せ
よ
と
た
わ

司、JV
司‘d

や
女
の
・
:
」
。
⑤
幻
源
氏
物
語
の
「
た
を
や
め
の
袖
に

A
『

A
『

ま
が
へ
る
藤
の
花
:
・
」
。
③

m拾
遺
愚
草
縦
「
た
を
や

め
の
袖
か
も
み
ぢ
か
あ
す
か
風
・
:
」
(
院
五
十
首
)
。

司，，
h

O
た
を
や
め
の
③
印
壬
二

M

「
た
を
や
め
の
春
た

つ
け
ふ
の
衣
よ
り
匂
ひ
そ
め
た
る
花
の
色
か
な
」
(
為

ペd

家
卿
家
百
首
、
春
)
。
③
印
同
日
「
た
を
や
め
の
う
ち

た
れ
髪
の
花
か
づ
ら
曙
か
け
て
に
ほ
ふ
春
風
」
(
九
条

前
内
大
臣
家
百
首
「
春
暁
花
」
)
。
④
紛
永
享
百
首
川

「
た
を
や
め
の
春
の
こ
ろ
も
を
お
る
は
た
や
に
ひ
く
は

ま
ゆ
の
青
柳
の
糸
」
(
春
「
春
雨
」
浄
喜
)
。
⑤

m内

裏
百
番
歌
合
〈
建
保
四
年
〉
凶
「
青
柳
の
春
の
け
し
き

も
た
を
や
め
の
か
ざ
し
の
玉
の
露
ぞ
み
だ
る
る
」
(
春
、

右
大
臣
)
。

O
か
ほ
る
八
代
集
十
二
例
、
初
出
は

金
葉
"
。

O
か
ほ
る
は
る
か
ぜ
③
印
聞
書
集
(
西

A
『ω
た
ま
す
だ
れ
お
な
じ
み
ど
り
も
た
を
や
め
の
/
そ

今

ム

【

L
Z

む
る
衣
に
か
ほ
る
は
る
か
ぜ

〔
訳
〕
玉
簾
と
同
じ
緑
色
(
の
山
)
も
、
た
お
や
め
の

染
め
て
い
る
衣
・
山
の
美
景
に
美
し
く
輝
く
春
風
で
あ

る
よ
。
〔
語
注
〕

O
た

ま

す

だ

れ

①

3

拾

遺

紛
「
た
ま
す
だ
れ
い
と
の
た
え
ま
に
人
を
見
て
:
・
」
(
よ

み
人
し
ら
ず
)
、
同
兜

o

O

お
な
じ
み
ど
り
③
却

。。

月
清
縦
「
の
も
や
ま
も
お
な
じ
み
ど
り
に
そ
砂
て
け
り

か
す
み
よ
り
ふ
る
こ
の
め
は
る
さ
め
」
(
千
五
百
番
百

八
代
集
二
例
、
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行
)
1
「
こ
ず
ゑ
に
か
ね
て
か
を
る
は
る
か
ぜ
」
な
ど
。

マ
緑
の
玉
簾
の
知
き
、
緑
の
山
の
す
き
ま
か
ら
た
お
や

め
の
染
め
た
衣
を
思
わ
せ
る
、
花
が
咲
き
、
春
風
が
薫

る
と
歌
う
。
古
注
で
は
難
解
歌
と
し
て
い
る
。
同
じ
定

A
U
 

家
に
③

m拾
遺
愚
草
山
「
み
し
ま
江
の
浪
に
さ
を
さ
す

た
を
や
め
の
春
の
衣
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ
」
(
内
裏
百
首
、

春
「
三
島
江
」
ロ
②
尚
夫
木

ω。
④
お
建
保
名
所
百
首

ζ
J
t
l
 

川
)
が
あ
る
。
②
尚
夫
木
円
、
春
四
、
花
「
後
京
極
摂

政
家
詩
歌
合
、
花
添
山
気
色
、
詩
歌
合
初
云
云
」
前
中
納

fo 

言
定
家
卿
。
②
凶
同
mn
、
雑
十
七
、
婦
人
「
後
京
極
摂

fo 

政
家
詩
歌
合
、
花
添
山
気
色
」
同
〔
H

前
中
納
言
定
家

卿
〕
。
⑤
別
愚
問
賢
注
お
、
定
家
卿
、
第
二
句
「
:
・
に
」
。

⑤
湖
東
野
州
聞
書
問
、
京
極
黄
門
(
定
家
)
。

玉
川
判
「
此
歌
、
前
々
よ
り
聞
え
が
た
き
歌
也
と
い
へ
り
。

山
と
云
字
も
花
と
云
字
も
な
く
て
、
気
色
ば
か
り
を
い

へ
り
。
ま
こ
と
に
難
解
難
入
の
歌
な
り
。
:
・
」
。

B
m

「
問
題
此
歌
は
気
色
と
い
へ
る
は
か
り
の
姿
侍
る
欺
余

字
は
一
向
に
の
そ
か
れ
た
り
是
に
よ
り
て
此
歌
の
心
難

知
解
難
入
の
歌
也
強
て
心
を
い
ふ
に
先
歌
の
総
別
春
の

山
の
花
媛
艶
せ
る
姿
を
美
女
に
た
と
へ
た
り
・
:
」
。

B

Mm
「
X
」。

c
m
「
む
す
び
題
の
よ
み
や
う
の
手
本
也
。

秘
歌
也
。
」
・

D
X
。
六
家
抄
初
「
花
山
の
き
し
よ
く

今
&

を
そ
ふ
と
云
題
に
て
よ
め
る
。
花
に
山
の
景
色
を
ま
す

心
也
口
同
じ
み
ど
り
に
て
す
だ
れ
は
み
ど
り
な
る
物
な

れ
ば
、
山
の
み
ど
り
を
も
っ
て
也
。
山
の
心
か
ほ
る
に

て
花
美
人
に
匂
ふ
と
云
事
あ
り
。
す
だ
れ
の
ひ
ま
の
花

を
み
て
た
を
や
め
の
衣
の
や
う
な
る
也
。
」

全
歌
集
「
緑
の
玉
簾
の
中
か
ら
現
れ
る
た
お
や
め
の
美

し
く
染
め
た
衣
の
よ
う
に
、
同
じ
緑
色
の
山
を
彩
っ
て

花
が
咲
き
、
春
風
が
薫
っ
て
い
る
。
参
考
「
和
風
・
:
〔
私

注
|
和
漢
朗
詠
市
「
和
風
先
導
薫
煙
出
珍
重
紅
房
透

翠
黛
」
(
下
「
妓
女
」
)
〕
」
、
「
右
に
同
じ
で
前
歌
問
。
今，
h

佐
藤
・
研
究
紛
頁
「
漢
詩
文
受
容
:
・
朗

ω
〔
私
注
|
②

6
和
漢
朗
詠

ω
「
誰
家
碧
樹
鷺
暗
而
羅
幕
猶
垂
幾

処
華
堂
夢
覚
而
珠
簾
未
巻
雲
」
(
春
「
鴛
」
)
ご
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@
 

正
治
二
年
三
月
左
大
臣
家
寄
合
暁
霞

的
は
っ
せ
山
か
た
ぶ
く
月
も
ほ
の

P
¥と
/
か
す
み

今

ム

【

お

}
に
も
る
¥
か
ね
の
を
と
哉

〔
訳
〕
初
瀬
山
(
に
お
い
て
は
)
、
傾
く
月
も
ほ
の
ぼ

の
と
し
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
霞
に
漏
れ
て
く
る
鐘
の
音
で

の
初
瀬
の
鐘
の
音
。
初
瀬
山
を
見
る
と
、
傾
い
て
行
く
、

夜
明
け
近
い
月
も
ほ
の
ぼ
の
と
い
っ
た
感
じ
で
、
ほ
の

か
に
長
谷
寺
の
鐘
の
音
が
霞
よ
り
、
漏
れ
出
て
く
る
と
歌

う
。
同
じ
定
家
に
③
お
拾
遺
愚
草
川
河
「
け
ふ
こ
そ
は
秋

1

1

0

ヲ

は
は
っ
せ
の
山
お
ろ
し
に
す
ず
し
く
ひ
び
く
鐘
の
音
か

nフ

な
」
(
正
治
・
:
、
秋
。
④
引
正
治
初
度
百
首
竹
刀
)
が
あ

る
。
〔
類
歌
〕
が
多
い
。
①
打
風
雅
却
、
春
上
「
後
京

極
摂
政
、
左
大
臣
に
侍
り
け
る
時
、
家
に
歌
合
し
侍
り

け
る
と
き
、
暁
霞
と
い
ふ
事
を
」
前
中
納
言
定
家
。
⑥

げ
閑
月
約
、
春
上
、
前
中
納
言
星
。

六
家
抄
加
、
歌
の
み
で
、
注
文
ナ
シ
。

全
歌
集
「
良
経
家
十
題
二
十
番
撰
歌
合
(
散
逸
)
で
の

詠
。
」
。
風
雅
全
注
釈
「
参
考
」
・
①
6
詞
花
山
川
「
ゆ

ふ
ぎ
り
に
こ
ず
ゑ
も
み
え
ず
は
っ
せ
山
い
り
あ
ひ
の
か

ね
の
お
と
ば
か
り
し
て
」
(
秋
「
霧
を
よ
め
る
」
源
兼

昌
)
、
③
ロ
壬
二
凶
「
時
く
れ
ば
こ
れ
も
哀
は
し
ら
れ

n
y
 

け
り
霞
に
も
る
る
は
る
ご
ま
の
こ
ゑ
」
(
百
首
文
治
三
年
十
一

月
・
春
)
ロ

あ
る
よ
。

A
U
 

〔
語
注
〕

O
正
治
二
年
初
年
、
定
家
"
歳
。

霞
(
題
)
他
は
歌
合
〔
紛
「
〔
寿
永
元
年
以
前
〕
或

泊
品
T

A
U
 

所
歌
合
雑
載
」
〕
、
③
即
月
清

ω、
⑦

ω親
宗

4
の
み
。

-d

，I
 

O
は
っ
せ
山

ω前
出

。

か

た

ぶ

く

月

②

6
和

?
;
宮
に
か
た
ぷ
〈
:

漢
朗
詠
叩
二
片
西
傾
之
月
」
(
「
暁
」
)
。
②
8
新
撰

朗
詠
別
「
同
時
傾
」
。

O
ほ
の

f
x
八
代
集
九

例。

O
ほ
の
介
t
k
と

①

l
古
今
序
H

川
町
「
ほ
の
ぼ

の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
:
・
」
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
。

O
も
る
¥
下
二
段
は
八
代
集
一
例
・
「
も
れ
出
づ
」

で
新
古
今
初
、
が
四
段
は
多
い
。

O
か
ね
の
お
と

八
代
集
十
例
、
初
出
は
後
拾
遺
引
。

マ
下
句
か
の
頭
韻
。
腰
句
は
上
下
に
か
か
る
。

。
暁

長
谷
寺

-45-



安
田
湖
頁
「
す
ぐ
れ
た
作
品
が
撰
ば
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
『
玉
葉
集
』
に
撰
ば
れ
た
歌
と
同
様
、

清
新
な
感
覚
を
持
っ
た
、
構
成
の
確
か
な
歌
で
あ
り
、

粘
り
強
い
調
べ
を
有
し
て
対
象
へ
の
切
り
込
み
の
深
さ

を
示
し
て
い
る
。
」
。
赤
羽
引
頁
「
第
二
句
以
下
の
三

ウ
&

句
に

E
る
頭
韻
で
あ
る
が
、
中
間
に
一
句
を
隔
て
て
い

o

o

o

n

y

 

る
も
の
で
あ
る
0

・
:
か
た
:
・
/
か
す
:
・
か
ね
:
・
」
併
参

今
J
』

照

、

同

m頁
「
初
瀬
の
尾
上
の
鎮
で
あ
る
が
、
:
・
月

が
傾
き
、
・
:
時
の
鐘
の
音
で
あ
る
。
」

〔
類
歌
〕
①
日
続
古
今
幻
「
ほ
の
ぼ
の
と
か
す
め
る
山

の
し
の
の
め
に
月
を
の
こ
し
て
か
へ
る
か
り
が
ね
」

(
春
上
「
帰
雁
を
よ
め
る
」
衣
笠
前
内
大
臣
)

①
幻
新
続
古
今
川
「
治
瀬
山
斤
に
さ
び
し
き
鐙
砂
音
を

ひ
ば
ら
に
お
く
る
夜
半
の
秋
風
」
(
雑
上
、
荒
木
田

経
顕
)

②
日
玄
玉
川
「
恰
ヴ
サ
止
か
は
ら
の
こ
け
に
霜
ふ
け
て

さ
び
し
く
ひ
び
く
鐘
の
音
か
な
」
(
天
地
歌
下
「
:
・
、

信
光
)
:
・
一
、
末
句
同
じ

③
印
拾
玉
訓
「
恰
ヴ
せ
止
斤
の
光
に
あ
ま
り
ゆ
く
心
を

せ
む
る
か
ね
の
お
と
か
な
」
(
百
首
題

「
月
」
)
:
・

一
、
末
句
同
じ

④
行
明
日
香
井
附
「
お
き
ま
よ
ふ
し
も
に
な
れ
て
や
は

ヴ
せ
山
同
庁
に
な
ひ
び
く
か
松
れ
り
か
と
か
な
」
(
影
供

歌
合
「
古
寺
月
」
)

⑤
白
石
清
水
若
宮
歌
合
党
「
治
漸
山
ふ
か
く
や
雪
も
つ

司

4

も
る
ら
む
を
の
へ
に
し
づ
む
鍾
の
音
か
な
」
(
「
雪
」

経
通
)
・
:
一
、
末
句
同
一

⑤
抑
落
書
露
顕
初
「
扮
漸
山
月
は
高
根
に
か
た
、
b
tて

嵐
に
残
る
鐙
の
一
己
ゑ
」

-46-

仏
寺
歌
と
て
:
・
」

朝
花

悦
世
の
つ
ね
の
雲
と
は
見
え
ず
山
棲
/
け
さ
や
む
か

今
&

し
の
ゆ
め
の
お
も
か
げ

〔
訳
〕
世
の
常
の
雲
と
は
見
え
な
い
で
、
山
桜
(
よ
)
、

今
朝
は
昔
の
夢
の
面
影
(
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
こ
と
)

で
あ
る
よ
。



〔
語
注
〕

O
朝
花
(
題
)
他
、
③
位
壬
二
問
、
問
、

ー

l

J

1

2

④
日
隆
信
幻
(
「
あ
し
た
の
は
な
」
)
、
日
(
「
お
な
じ

心
を
」
)
の
み
。

O
世
の
つ
ね
八
代
集
十
例
。

O
世

の

つ

ね

の

①
2
後
撰

ω
河
「
世
の
つ
ね
の
ね
を

z
o
ζ
U
 

し
な
か
ね
ば
逢
ふ
事
の
・
:
」
(
藤
原
治
方
)
。

O
雲

「
山
桜
は
雲
の
よ
う
に
満
開
」
(
全
歌
集

)

D

O

山

楼

①

l
古
今
日
「
や
ま
ざ
く
ら
わ
が
見
に
く
れ
ば

春
霞
:
・
」
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
。
①
4
後
拾
遺
糾
「
を

ら
ぱ
を
し
を
ら
で
は
い
か
が
山
ざ
く
ら
け
ふ
を
す
ぐ
さ

ず
き
み
に
み
す
べ
き
」
(
春
上
、
源
雅
通
)
。
④
ロ
正

治
後
度
百
首
川
「
白
雲
は
い
く
へ
も
こ
め
よ
山
桜
見
え

ぬ
も
花
の
色
な
ら
ぬ
か
は
」
(
「
花
」
季
保
)
。

O
ゆ

fo 

め
の
お
も
か
げ
③

m拾
遺
愚
草
幻
「
:
・
た
え
て
つ
れ

な
き
ゆ
め
の
面
か
げ
」
な
ど
D

マ
三
句
切
。
山
桜
は
尋
常
の
雲
と
は
見
え
ず
、
今
朝
は

昔
の
夢
の
面
影
を
思
わ
せ
る
と
歌
う
口
座
山
の
神
女
の

面
影
な
ら
、
①
8
新
古
今
見
「
春
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き

橋
と
だ
え
し
て
峰
に
わ
か
る
る
横
雲
の
そ
ら
」
(
春
上
、

定
家
)
の
世
界
で
も
あ
る
。
⑤
特
和
歌
二
子
抄
幻
、
朝

司
ノ
劃

亘
書
誌
朝
花
」
。
⑥
日
雲
葉
山
町
、
春
中
「
後
京
極
摂
政
家

十
首
歌
合
に
、
朝
花
」
前
中
納
言
定
家
、
第
二
句
「
も

の
と
は
・
:
」
。

cm山
「
ふ
れ
山

μ
の
神
女
、
あ
い
が
に
は
雲
と
な
り
、

タ
に
は
雨
と
な
り
て
、
陽
台
の
も
と
に
あ
ら
ん
と

い
ひ
て
、
亭
王
の
夢
に
見
え
し
事
を
お
も
ひ
よ
そ
へ
り
。

l
y
-
-
V
E
I
L
-
-
r
i
l
l
-
b
E
Eト
長
ト
v
「

文
選
の
古
事
也
。
花
の
雲
の
こ
れ
ほ
ど
お
も
し
ろ
き

は
、
神
女
の
化
し
た
る
雲
か
と
也
。
花
を
あ
い
し
た
る

歌
也
。
」
・
D
問
。
摘
抄
mw
「
「
尋
常
の
雲
と
も
み
え
ず
」

は
、
花
は
雲
と
見
、
雲
を
ば
花
と
み
る
も
の
也
。
古
今

集
の
序
に
、
「
春
の
朝
よ
し
の
〉
山
の
桜
を
ば
人
丸
が

心
に
は
雲
か
と
の
み
な
む
お
ぼ
え
け
る
」
と
あ
り
。
さ

れ
ど
も
、
こ
の
明
ぽ
の
〉
山
/
'
¥
に
さ
き
い
づ
る
花
の

け
し
き
、
い
か
に
し
て
只
大
か
た
の
雲
と
は
見
侍
る
べ

き
と
也
。
:
・
」
。
六
家
抄
お
「
九
六
古
新
註

O
け
う
ず

今

4

る
う
へ
か
ら
か
く
よ
め
る
也
。
右
、
梁
の
武
帝
契
を
な

し
て
ひ
る
寝
の
夢
に
、
朝
に
は
雲
と
成
、

-47-

タ
に
は
雨
と
成



ん
と
の
其
面
影
に
て
よ
め
る
也
。
座
山
神
女
と
云
し
也
。
」

全
歌
集
「
・
:
今
朝
美
し
く
咲
き
匂
っ
て
い
る
さ
ま
は
、

昔
楚
の
嚢
王
が
夢
に
見
た
亙
山
の
神
女
の
面
影
を
と
ど

め
た
雲
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
マ
高
唐
賦
の
心
が

あ
る
。
↓
二
七

O
補
注
。
二

O
五
五
と
同
じ
時
の
詠
。
」
。

赤
羽
似
頁
コ
お
も
か
げ
」
は
・
:
定
家
の
場
合
そ
れ
は
、

浜
木
綿
の
よ
う
に
幾
重
に
も
隔
っ
た
雲
の
底
の
面
影
と

し
て
空
間
的
な
構
成
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
、
重
な
り
合

う
山
や
雲
と
同
次
元
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
さ
れ

る
。
・
:
「
夢
の
面
影
」
に
も
定
家
の
独
創
が
見
ら
れ
る
。

前
者
は
、
『
文
選
』
「
神
女
賦
」
の
「
朝
雲
」
の
面
影

で
あ
ろ
う
し
、
」

ζ
J
f
o
 

〔
類
歌
〕
①
日
続
千
載

m
m
「
を
ら
ず
と
も
人
に
か
た

ら
ん
山
桜
み
る
面
か
げ
を
家
づ
と
に
し
て
」
(
雑
上
、

祝
部
行
氏
)

て
花
の
か
ぞ
す
る

〔
訳
〕
こ
の
寝
て
し
ま
っ
た
朝
明
け
の
山
の
松
風
は
、

霞
を
分
け
て
花
・
桜
の
香
が
す
る
こ
と
よ
。

z
J
 

〔
語
注
〕

O
建
保
三
年
幻
年
、
定
家
M
歳。

O
春

山
朝
(
題
)
他
、
③
叫
壬
二

ω、
③
川
拾
玉
仰
、

m、

・
6

今

4

‘

d
『

刈

『

官

I

司

3

ωr3ω(後
述
)
の
み
。

O
あ
さ
け
八
代
集
五
例
o

M

4

 

川
町
前
出
。

O
松

風

は

②

4
古
今
六
帖
紛
「
ま
つ
の

う

h

q

d

お
と
を
こ
と
に
し
ら
ぶ
る
ま
っ
か
ぜ
は
:
・
」
。

O
霞

①

2
後
撰
卯
「
山
高
み
霞
を
わ
け
で
ち
る

を
わ
け
で

花
を
雪
と
や
よ
そ
の
人
は
見
る
ら
ん
」
(
春
下
、

よ
み

-48-

2057 

の時

2き
争手
の玉
さ日

空尋
Uノ メ合』

山 3
fl、商

語音
信朝
/ 
霞
を
わ
け

人
し
ら
ず
)
。

O
花
の
か
八
代
集
十
一
例
。

〔
本
歌
〕
①
1
古
今

m
「
霞
立
つ
春
砂
止
べ
は
と
ほ
け

れ
ど
吹
き
く
る
風
は
花
の
か
ぞ
す
る
」
(
春
下
、
あ

り
は
ら
の
も
と
か
た
。
②
2
新
撰
万
葉
"
。
②
4

古
今
六
帖
加
。
⑤
4
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
怨
)
/

①
3
拾
遺
凶
「
秋
立
ち
て
い
く
日
も
あ
ら
ね
時

こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
は
た
も
と
す
ず
し
も
」

(
秋
、
安
貴
王
。
「
本
歌
」
(
全
歌
集
、
明
治
・



、，

nフ
F

、
d

新
続
古
山
)
。
万
葉
日
問
。
②
6
和
漢
朗
詠
加
。

③
8
敏
行
加
。
和
・
志
貴
皇
子
)

マ
二
つ
の
本
歌
を
ふ
ま
え
て
、
古
歌
で
は
立
秋
と
な
っ

て
さ
ほ
ど
日
が
経
っ
て
い
な
い
折
に
は
挟
が
涼
し
い
と

歌
う
が
、
春
に
お
い
て
は
、
こ
の
寝
起
き
の
朝
明
け
の
、

遠
い
春
山
よ
り
吹
き
来
る
松
風
は
、
立
つ
霞
を
分
け
進

ん
で
花
の
香
が
す
る
と
歌
う
。
①
幻
新
続
古
今
印
、
春

下
「
建
保
三
年
歌
合
に
、
春
山
朝
と
い
ふ
事
を
」
前
中

納
言
定
家
。
⑤

m院
四
十
五
番
歌
合
4
、
建
保
三
年
六

月
二
日
、
春
山
朝
、
二
番
、
右
、
侍
従
藤
原
朝
臣
、
「
左

方
申
日
、
あ
さ
明
の
山
の
松
風
、
花
の
香
を
さ
そ
ひ
て

霞
を
わ
け
ん
、
ま
こ
と
に
す
て
が
た
く
な
ん
侍
る
、
左

は
、
と
ほ
き
山
べ
と
お
き
、
右
は
、
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ

け
の
な
ど
い
ひ
て
、
と
も
に
古
歌
を
お
も
へ
り
、

調
の
も
の
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
:
・
(
参
考

歌
)
秋
た
ち
て
:
・
(
『
万
葉
集
』
安
貴
王
)
/
秋
た
ち

て
・
:
(
『
拾
遺
集
』
安
貴
王
)
・
:
こ
れ
ら
の
歌
は
、
『
万

葉
集
』
の
作
・
:
を
本
歌
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
:
・
」

〔
類
歌
〕
②
日
万
代
げ
「
ご
砂
む
ル
か
か
-F
ゆ
れ
り
か
ぜ

今

&

も
こ
こ
ろ
あ
ら
ば
は
な
の
あ
た
り
を
よ
き
て
ふ
か
な

(
春
上
「
:
・
、
朝
花
と
:
・
」
入
道
前
摂
政
左
大

ん
臣
)

:

、

③
閣
拾
玉
似
「
春
の
今
朝
は
な
に
は
い
と
ふ
山
風
の
霞

1

4

 

を
分
け
て
の
ど
か
に
も
ゆ
く
」
(
「
春
山
朝
」
)

④
凶
金
椀
お
「
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
に
か
を
る
な

り
軒
ば
の
梅
の
春
の
は
つ
花
」
(
春
「
梅
花
風
に
に

な
ぞ

ら
へ
て
為
持
」
・
「
左
J

六
家
抄
加
「
昨
日
ま
で
は
匂
は
ぬ
が
、

也。」
安
田
山
、

咲
そ
め
た
る

ほ
ふ
:
・
」
)

④
同
後
鳥
羽
院
別
「
蛤
ね
ぬ
る
お
な
ゆ
れ
り
か
ぜ
の
を

と
め
子
が
袖
ふ
る
山
に
秋
や
き
ぬ
ら
む
」
(
建
保
四

年
二
月
御
百
首
、
秋
)

135 

問
頁
「
五
十
四
歳
の
頃
の
作
品
に
万
葉

-49-



(
あ
た
り
一
面
の
)
霞
の
衣
が

(
見
え
る
の
は
)
峯
は
ま
っ
白
の
天
の
香

具
山
で
あ
る
こ
と
よ
。

ウ
-

〔
語
注
〕

O
建
仁
二
年
初
年
、
定
家
制
歳
。

O
花

ざ
か
り
八
代
集
十
四
例
。
①
2
後
撰
印
「
花
ざ
か
り

ま
だ
も
す
ぎ
ぬ
に
吉
野
河
:
・
」
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
。

O
霞
の
衣
間
前
出
。
①
1
古
今
幻
「
は
る
の
き
る
か

ヲー-

す
み
の
衣
ぬ
き
を
う
す
み
:
・
」
(
在
原
行
平
)
。
②

ω続

詞
花
ゆ
「
春
風
に
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
び
て
た
え
ま
に
見
ゆ

る
青
柳
の
糸
」
(
春
上
、
源
季
遠
)
、
④
口
隆
信

m
「春

が
す
み
霞
の
こ
ろ
も
ほ
こ
ろ
び
て
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
あ

ら
は
れ
や
せ
ん
」
(
恋
四
)
:
・
共
に
二
、
三
句
同
一
。

O
ほ
こ
ろ
び
八
代
集
八
例
。
①
1
古
今
お
「
・
:
み
だ

れ
て
花
の
ほ
こ
ろ
び
に
け
る
」
(
つ
ら
ゆ
き
)
。

-
@
 

建
仁
二
年
三
月
三
排
と
か
や
お
ほ
せ
ら
れ
て
/

め
さ
れ
し
春
一
骨

O
O
 

M

山
花
ざ
か
り
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
び
て
/
み
ね
し
ろ
た
ヘ

ラ血

の
あ
ま
の
か
ぐ
山

〔
訳
〕
花
盛
り
で
あ
り
、

ほ
こ
ろ
ん
で
、

。
ぁ

ま
の
か
ぐ
山
八
代
集
五
例
、
初
出
は
詞
花

m、

す
べ
て
新
古
今
。
他
、
「
あ
ま
の
か
ご
山
」
八
代
集
一

例
・
千
載

ω、
他
②
4
古
今
六
帖
見
も
「
・
:
か
ひ
山
」
。

oo 

v花
ざ
か
り
で
、
広
々
と
し
て
い
た
霞
(
衣
)
も
ほ
こ
ろ

ん
で
、
峯
の
ま
っ
白
な
天
の
香
具
山
が
見
え
る
と
歌
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
も
と
に
、
①
8
新
古
今
川
「
は
る
す

リ
取
シ
タ
リ
甲
南
万
世
ア
ず

-n-
、

ぎ
て
夏
き
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
か
ぐ

山
」
(
夏
、
持
統
天
皇
。
「
参
考
」
(
全
歌
集
)
。
②

A
U
-
-

l
万
葉
お
。
②
凶
夫
木
mm
。
⑤
引
古
来
風
体
抄
凶
)
が

8

2

J

'

》

あ
る
。
〔
類
歌
〕
が
多
い
。
②
尚
夫
木
日
、
春
四
、
花

「
建
仁
二
年
三
体
和
歌
」
前
中
納
言
定
家
卿
。
⑤

m一二

体
和
歌
円
、
定
家
朝
臣
、
末
句
「
・
:
か
ご
山
」
。

六
家
抄
捌
「
か
す
み
の
ひ
ま
に
み
え
た
る
花
を
興
じ
て

也
。
み
ね
白
妙
は
花
の
盛
を
也
。
」

全
歌
集
「
三
体
和
歌
で
の
詠
。
春
夏
は
「
大
ニ
フ
ト
キ

歌
」
と
し
て
詠
め
と
指
示
さ
れ
て
い
た
(
明
月
記
)
」
。

安
田
釧
頁
「
『
歌
舞
髄
脳
記
』
に
見
え
る
も
の
」
。

〔
参
考
〕
④
お
堀
河
百
首
問
「
春
風
に
俊
砂
女
除
ご
守
ゲ

あ
と
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び
て
ぬ
ひ
さ
へ
み
ゆ
る
山
、
さ
く
ら
か
な
」
(
春
「
桜
」

て
白
妙
に
ほ
す
天
の
か
ぐ
山
」
(
夏
「
天
香
九
山
」
)

oo 

-
-
M
W

に
近
い

「，，』

④
紛
永
享
百
首
4
「
春
は
き
ぬ
霞
の
衣
し
ろ
た
へ
の
雪

に
か
け
ほ
す
あ
ま
の
か
ぐ
山
」
(
春
「
立
春
」
兼
良
)

oo 
--ω
に
近
い

今'』

④
制
御
室
五
十
首
位
「
止
の
葉
も
普
砂
表
立
ち
か
へ
て

A
『

今
朝
は
ひ
と
へ
に
み
ね
の
し
ら
雲
」
(
夏
、
有
家
)

⑤
加
鴨
御
祖
社
歌
合
5
「
止
か
げ
の
優
れ
ど
、
」
号
、
町
除
ご

ろ
び
て
春
風
さ
む
き
あ
さ
あ
け
の
袖
」
(
「
山
家
朝

霞
」
通
光
)

-51-

師
時
)

n
y

、

〔
類
歌
〕
②
凶
夫
木
日
「
さ
ほ
ひ
め
の
ほ
す
や
衣
の
白

妙
に
花
咲
き
に
ほ
ふ
あ
ま
の
か
ぐ
山
」
(
春
四
、
花
、

-
・
・
知
家
)

③

m月
清
附
「
く
も
は
る
る
ゆ
き
の
ひ
か
り
や
レ
ん
J

た

へ
の
こ
ろ
も
ほ
す
て
ふ
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
」
(
千
五

百
番
百
首
、
冬
。
⑤
仰
千
五
百
番
歌
合
仰
)

-

J

ウ，
h

③
印
壬
二
mm

「
レ
ん
J

た
~
砂
決
ほ
す
な
り
郭
公
お
ま
れ
り

か
ぐ
山
お
も
は
へ
て
な
け
」
(
西
闘
寺
三
十
首
、
夏
)

③
呪
同
知
「
い
ま
よ
り
の
秋
か
ぜ
た
ち
ぬ
レ
ん
J

た
~
η

ヴ』

衣
吹
き
ほ
す
あ
ま
の
か
ぐ
山
」
(
下
、
秋
)

④
2
守
覚
げ
「
滝
の
う
へ
の
み
ふ
ね
の
山
の
花
ざ
か
り

み
ね
に
も
尾
に
も
か
か
る
し
ら
な
み
」
(
春
「
桜
」
)

④
引
正
治
初
度
百
首
日
「
峰
は
仕
か
ふ
も
と
は
か
す
ル

!

ぷ

U

久
か
た
の
く
も
ゐ
に
み
ゆ
る
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
」

(
春
、
慈
円
)

④
お
建
保
名
所
百
首
獅

「
夏
く
れ
ば
霞
の
衣
た
ち
か
へ

-
@
 

秀
能
が
人
く
に
よ
ま
せ
侍
し
五
首
之
中
花
寄

【
を
-

m
お
ほ
か
た
の
ま
が
は
ぬ
く
も
¥
か
ほ
る
ら
む
/
さ

司，ゐ

く
ら
の
山
の
春
の
あ
け
ぼ
の

〔
訳
〕
お
お
よ
そ
の
桜
と
見
紛
わ
な
い
雲
も
美
し
く
輝

い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
よ
、
桜
の
山
の
春
の
曙
は
。

A
『

〔
語
注
〕

O
お
ほ
か
た
の
八
代
集
十
三
例
。
悩
後
出
。

ヲ
-

①
1
古
今
附
「
お
ほ
か
た
の
秋
く
る
か
ら
に
わ
が
身
こ



「
さ
く
ら

そ
・
:
」
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
。
①
4
後
拾
遺
%

ぱ
な
に
ほ
ふ
な
ご
り
に
お
ほ
か
た
の
は
る
さ
へ
を
し
く

お
も
ほ
ゆ
る
か
な
」
(
春
上
「
花
を
:
・
」
能
宣
)
。
③
お

能
宣
斜
「
ち
り
ま
が
ふ
は
な
を
し
む
と
お
ほ
か
た
の

は
る
さ
へ
け
ふ
に
く
れ
ぬ
べ
き
か
な
」
〈
「
三
月
尽
を

し
む
と
こ
ろ
」
)
。
⑤
判
内
裏
歌
合
〈
寛
和
二
年
〉
7

「
さ
く
ら
ば
な
ち
り
だ
に
せ
ず
は
お
ほ
か
た
の
は
る
を

ぱ
を
し
と
お
も
は
ざ
ら
ま
し
」
(
「
桜
」
能
宣
)
。

O

4

+

A

e

-

か
ほ
る

M
W

前
出
。

O
か
ほ
る
ら
む
④
制
御
室

ウ白

五
十
首
制
「
を
初
瀬
の
麓
の
い
ほ
も
か
を
る
ら
む
さ
ぐ

ら
吹
き
ま
く
深
山
お
ろ
し
に
」
(
春
、
有
家
)
。

O
さ

く
ら
の
山
(
の
)
③
∞
江
帥
引
「
み
か
み
な
る
さ
く
ら

-a

司

3

の
や
ま
の
は
な
ざ
か
り
・
:
」
な
ど
。

O
春
の
あ
け
ぼ

の
側
前
出
。
③
却
月
清
叩
「
か
す
む
よ
り
み
や
ま
に

λ
品
寸

今，，
e劃

き
ゆ
る
ま
つ
の
ゆ
き
の
さ
く
ら
に
う
つ
る
春
の
あ
け
ぼ

の
」
(
治
承
題
百
首
「
花
」
)
。
③
川
拾
玉
別
「
は
っ
せ

1

1

司

3

山
心
も
そ
ら
に
成
り
に
け
り
雲
に
風
ま
つ
春
の
あ
け
ぼ

の
」
(
詠
百
首
和
歌
「
暁
」
)
。

マ
三
句
切
、
倒
置
法
。
桜
の
山
の
春
曙
は
、
全
体
と
し

て
の
、
ま
が
わ
な
い
雲
も
美
し
く
照
り
輝
く
こ
と
だ
ろ

う
と
現
在
推
量
す
る
。
同
じ
定
家
に
③
幻
拾
遺
愚
草
山
山

1
4

ヴ白

「
お
ほ
か
た
の
春
に
し
ら
れ
ぬ
な
ら
ひ
ゆ
ゑ
た
の
む
桜

も
を
り
や
過
ぐ
ら
ん
」
(
下
、
春
「
返
し
」
)
が
あ
る
。

②
尚
夫
木
則
、
春
四
、
花
「
秀
能
す
す
め
侍
り
け
る
玉

首
歌
」
前
中
納
言
定
家
卿
、
第
三
句
「
:
・
ら
ん
」
。

全
歌
集
「
参
考
」
・
①
8
新
古
今
問
「
は
っ
せ
止
う
つ

ろ
ふ
花
に
は
る
く
れ
て
ま
が
ひ
し
雲
ぞ
嶺
に
の
こ
れ

る
」
(
春
下
、
摂
政
太
政
大
臣
)
、
秀
能
勧
進
五
首
の
詠

出
年
次
は
未
詳
。
お
そ
ら
く
承
久
の
乱
以
後
か
J

〔
類
歌
〕
①
日
新
後
撰
%
「
山
た
か
み
か
さ
な
る
雲
の

し
ろ
た
へ
に
さ
く
ら
も
ま
が
ふ
春
の
あ
け
ぼ
の
」
(
春

下
、
平
貞
時
)
・
:
仰
に
近
い

フ白

⑤
胤
老
若
五
十
首
歌
合
卸
「
山
の
は
も
う
す
く
れ
な
ゐ

の
花
盛
雲
に
ま
か
せ
ぬ
春
の
明
ぽ
の
」
(
春
、
寂
蓮
。

②
凶
夫
木
蜘
)(

縄
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)

司

LPD
 


